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　The area developed in the first phase within  The 
Garden City MAITAMON Project is named MITSUIKE. 
The MITSUIKE project is a residential development 
project that has been implemented through collaboration 
between KDU, UR and the residents. 
　The town planning methods employed by the 
MITSUIKE Project which introduced the group 
application system were also applied to implement 
the MITSUIKE Minami Project (for a total of 82 lots). 
The MITSUIKE Minami project is making use of the 
experience obtained through the MITSUIKE project in 
community building, rule development and residential 
design. 
　Furthermore, the project to develop TERAIKE 
Community (approx. 10 ha), located in the westernmost 
part of the Garden City MAITAMON, is currently under 
way, making effective use of natural geographic features. 
Capitalizing on the experience of the MITSUIKE Project 
and the MITSUIKE MINAMI Project, the TERAIKE 
Project aims to create a sustainable residential 
community and to resolve the aforementioned 
challenges confronting Japanese housing.
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宅地約 4万 4千世帯、「舞多聞倶楽部」会員約 1,600世帯、













































① 9m × 7m の建築面積を最小建築面積の目安とする。
②南面に建物の長手方向（9m）が向くように配置する。
【駐車場】
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    3.0mのセットバック部分に、
　まちの木を植え、通り沿いの自然な
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　今回の報告では 2009年 3月 8日と 29日に行われた、 
第 21回公開講座「自然と出会う、 動物をつくろう」の内
容について報告する。
2-1-1 　第 21回公開講座 「自然と出会う、 動物をつく
ろう」no.1
　第 21 回公開講座 「自然と出会う、 動物をつくろう」
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2-1-2　第 21回公開講座 「自然と出会う、 動物をつくろ
う」no.2
　2009 年 3月 29日 ( 日 )、舞多聞倶楽部第 21回公開講
座「自然と出会う、 動物をつくろう」のプログラム 2「動物
を作ろう」が行われた。(図 2-1-2,2-1-3)
　今回は、 プログラム 2「動物を作ろう」の回で、 家族で協










影、 作品の講評、 全体の集合写真の撮影の後、 プログラ
ムを終了した。
2-2　 第 6回 自然とふれあうワークショップ・舞多聞
ネイチャーアート




木づくりをおこなった。(図 2-2-1)  　
　ネイチャーアート  「自然と遊ぼう !!、アートをし
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5　今後の予定
　今後は、公開講座とワークショップを運営しながら、
本年度定めたまちの姿やそれを実現させていくための
ルールについて、将来実際にこのまちに住むことになる
住民らと検討を行い、合意形成を計りながらまちづくり
を進めていく。
　そのなかで、具体的な将来のまちの姿やそれを実現す
る手法を、両者が共有できる形で提案していく予定であ
る。 
6　あとがき
　神戸芸術工科大学が、2001年に「ガーデンシティ舞多
聞」をサポートしはじめてから９年が経過した。当初か
ら、このプロジェクトを通じて、「生きつづける土地基盤」
をつくるために、「日本の伝統的な集落」「コミュニティ」
といった過去の経験や、現代の日本に欠けている「使い
こなされた土地利用」「土地に敬意をはらう」という概念
を、いかに具体化するか、という課題に取り組んできた。
そして、私たちが、都市再生機構と共に「提案」「実践」、
そして「修正」を積み重ねていく中で導き出した答えが、
「コミュニティの共有財産を評価」した「スペースデザイ
ン」、「人の関わりのプロセス」を通じた「コミュニティづ
くり」、そして、「周辺の既存コミュニティ」と連携した「エ
リアマネジメント」であった。
　そして、「みついけ」「みついけ南」の実践で導き出され
た答えが、一般化されたときに実現できるのか、それを
確かめるのが「てらいけ」と言える。
　その中で、都市再生機構は、「舞多聞」での「スペースデ
ザイン」「コミュニティづくり」「エリアマネジメント」の
経験を生かした、「オールドニュータウン」の再生の仕組
みを考えていかなくてはならないであろう。
　日本の人口は必ず少なくなる。現状の仕組みでは、
「オールドニュータウン」の空地・空家の増加は避けられ
ない。その時に、国土の維持管理を誰がするのか。それ
を全て行政が負担するのは不可能である。そのためには、
今後、できるだけ広い敷地を国民が分担して維持管理し
ていく仕組みを考えていかなければならない。
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